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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　標的細胞の細胞表面分子に結合する抗体と、
　シアリダーゼと、
を含む、複合体。
【請求項２】
　前記抗体が、ＩｇＧ、一本鎖Ｆｖ（ｓｃＦｖ）、Ｆａｂ、（Ｆａｂ）２、または（ｓｃ
Ｆｖ’）２である、請求項１に記載の複合体。
【請求項３】
　前記シアリダーゼが前記抗体の重鎖と複合体化される、請求項１または２に記載の複合
体。
【請求項４】
　前記シアリダーゼが前記抗体のＦｃ領域と複合体化される、請求項３に記載の複合体。
【請求項５】
　前記シアリダーゼが前記重鎖のＣ末端と複合体化される、請求項３に記載の複合体。
【請求項６】
　前記シアリダーゼが、リンカーを介して前記抗体と複合体化される、請求項１～５のい
ずれか一項に記載の複合体。
【請求項７】
　前記リンカーがペプチドである、請求項６に記載の複合体。
【請求項８】
　前記複合体が融合タンパク質である、請求項７に記載の複合体。
【請求項９】
　前記標的細胞が癌細胞である、請求項１～８のいずれか一項に記載の複合体。
【請求項１０】
　前記細胞表面分子が腫瘍関連細胞表面分子または腫瘍特異的細胞表面分子である、請求
項９に記載の複合体。
【請求項１１】
　前記癌細胞が、癌腫細胞、乳癌細胞、卵巣癌細胞、胃癌細胞、および結腸癌細胞からな
る群から選択される、請求項９または１０に記載の複合体。
【請求項１２】
　前記腫瘍関連細胞表面分子または腫瘍特異的細胞表面分子がヒト上皮増殖因子受容体２
（ＨＥＲ２）である、請求項１０に記載の複合体。
【請求項１３】
　前記シアリダーゼが、Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｔｙｐｈｉｍｕｒｉｕｍシアリダーゼ、
Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅシアリダーゼ、哺乳動物ノイラミニダーゼ、およびヒト
ノイラミニダーゼからなる群から選択される、請求項１～１２のいずれか一項に記載の複
合体。
【請求項１４】
　前記シアリダーゼが、ヒトノイラミニダーゼ１、ヒトノイラミニダーゼ２、ヒトノイラ
ミニダーゼ３、およびヒトノイラミニダーゼ４からなる群から選択されるヒトノイラミニ
ダーゼである、請求項１～１２のいずれか一項に記載の複合体。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか一項に記載の複合体と、
　薬学的に許容される担体と、
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を含む、組成物。
【請求項１６】
　癌を治療する方法における使用のための請求項１５に記載の組成物であって、前記方法
は、癌を有する個体に前記組成物を投与することを含む、組成物。
【請求項１７】
　請求項１～１４のいずれか一項に記載の複合体、および、必要とする個体に前記複合体
を投与するための説明書を含む、キット。
【請求項１８】
　請求項８に記載の融合タンパク質をコードする核酸。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の核酸に作動可能に連結されたプロモーターを含む発現ベクター。
【請求項２０】
　請求項１８に記載の核酸または請求項１９に記載の発現ベクターを含む宿主細胞。
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